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観点 点数

1 ①多様性と卓越性 4.0 1 ①多様性と卓越性4

2 ②社会実装・イノベーション 4.0 2 ②社会実装・イノベーション4

5 ③地域貢献 3.5 3 ④研究環境（研究支援体制等）1.9

3 ④研究環境（研究支援体制等） 1.9 4 ⑤マネジメント（経営力）2.4

4 ⑤マネジメント（経営力） 2.4 5 ③地域貢献3.5
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令和５年度地域中核大学イノベーション創出環境強化事業 構想概要

地域中核拠点ビジョン 本学は、「日本一」を多出する高い地域資源ポテンシャルと
それを背景とした社会産業特性をもつ南九州・南西諸島域の『知・人材育成の中核的
拠点』として、地域産業構造の強化・変革への貢献をめざし、【卓越性・イノベーシ
ョン】【多様性】【地域貢献】の3軸で以下の4つの中核的研究拠点の整備・機能強化
・充実を図る。
i. 日本屈指の畜肉生産地帯における研究・教育・産学官連携拠点「南九州畜産獣医

学拠点」
ii. 九州の製造業を中心とした産学官連携によるサーキュラーエコノミー実証研究拠

点「Circular Park 九州」
iii.新たな中核的研究拠点創出に向けた「先端研究集成環（仮称）」
iv. 基礎研究から研究開発型スタートアップ創出による新産業創出までをシームレス

に支援する産学地域連携拠点「南九州・南西諸島域イノベーションセンター」

■計画を実現するための大学のガバナンス強化策
a. 新たな中核的研究拠点創出に向けた「先端研究集成環（仮称）」制度の創設
b. 研究力向上のための施策の強化充実
c. 共同研究費用負担の適正化－直接経費に「知の対価」を考慮した仕組の検討導入
d. 研究支援型クラウドファンディング事業の実施
e. 共同研究等契約窓口の一元化と契約事務手続DXの検討
f. 「Circular Park九州」構想実現に向けたプロジェクトリーダーの配置
g. 知的財産維持管理専門スタッフの配置

■経営基盤強化に向けた取組
1) 共同研究費等外部資金獲得強化

a) 共同研究講座及び共同研究部門制度創設
b) 共同研究実施に係る間接経費（研究管理経費）比率改定
c) 「学術コンサルティング制度」創設
d) ライセンス実施による実施料獲得強化
e) 鹿大「進取の精神」支援基金・「稲盛和夫基金」の活用

2) 「南九州畜産獣医学拠点」形成に向けた農学部及び共同獣
医学部の機能強化

3) 産学地域連携中核的拠点形成を通じた外部資金獲得強化
a) 「イノベーションセンター」による産学地域連携拠点事業
b) NEDOとのイノベーション創出環境強化に関する連携
c）JSTスタートアップ・エコシステム形成支援事業
「PARKS」への参画

地域中核大学の強み・特色を活かした南九州地域産業の振興と変革

本構想により本学
の外部資金獲得額
は右図のように増
加することが期待
される。同時にそ
の成果は、地域産
業の維持・発展及
び新産業の創出と
なって、地域への
大きなインパクト
をもたらす。

取組と強化策

【様式１】鹿児島大学

本構想実施による共同・受託研究費の推移

本構想による効果

構想後の羅針盤

卓越性/イノベーション

地域貢献

多様性

Circular Park 九州

先端研究集成環

曽於市

九州電力・

薩摩川内市他

曽於市薩摩川内市

鹿児島大学

特色：農林水畜産学分野・工学分野
強み：医歯学分野

本学の特色・強み

南九州畜産獣医学拠点

南九州・南西諸島域

イノベーションセンター

「日本一」を多出する
高い地域資源ポテンシャル

南九州・南西諸島域の特性
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